
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度  第６号 
令和６年９月１７日（火）発行 

宮城県第二工業高等学校保健室 

 

 

身近なケガの手当の基本から事故や病気で心臓が 

止まってしまった人がいたときの救急救命について 

まとめました。もしもの時に勇気を出して行動できる 

ように勉強しておきましょう。 

 

救急救命処置について学ぼう 

●打撲や捻挫の応急手当の基本は            ● 

★先生方の普通救命講習会を開催しました★ 

９月１１日（水）教職員対象に普通救命講習会を開催しました。 

２５名の先生方が参加しました。主に心肺蘇生、AEDの使用に 

ついて勉強しました。

 

 

学校で一番多いケガ 

                      
 

 

とは、重大なケガや病気で 

心臓が止まってしまった人が現れたときに、その場に 

居合わせた人のことです。すぐに１１９番通報したとしても、 

救急車の到着までにかかる時間は約９分。その間に 

何もしなければ、救命率は急激に下がっていき、 

救急隊が到着した頃にはほとんど 

助からない状態になっていることも。 

しかし、その約９分間にバイスタンダー 

が救命処置を行えば、救命率は 

大きく上昇します。 

  

 

 

 

もしもの時に勇気を出して行動できるように裏面の救命法を 

勉強しておきましょう。  

（※裏面に胸骨圧迫の方法、AEDの使い方、 

救急車の要請方法をまとめてあります） 

 

 

 

●「バイスタンダー」になるのはあなたかもしれない● 

 

青葉消防局片平出張所:救急救命士本田様ご指導ありがとうございます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校のAEDは職員室前と 

宮二工の体育館にあります。 


